





矢部広樹＊1)、村上佳菜 2) 、清田明保 2)、日比野貴志 3）、伊藤沙夜香 2)、春日弘毅 2） 

























覚的疲労度は、安静時（8.5±1.3 点）と比較して、運動 20 分後 （10.1±2 点）に有意に
増加していた（p<0.05）。透析中の筋酸素飽和度は、安静時（38.3±10.4％）と比較して運
動中の全ての時点（5 分 34.9±9.4％、10 分 34.9±9.4％、15 分 34.8±9.4％、20 分 34.8
±9.6％）において有意に低値を示していた（p<0.05）。その他の項目では、有意な経時的
変化を認めなかった。 
 
考察：非透析中と比較して、透析中の運動は、収縮期血圧と筋酸素飽和度が低く、自覚的
疲労度が高くなる傾向を示した。透析中は、透析治療に伴う血液量の減少と、毛細血管で
の Reffiling により、細胞外液量が減少している状態であると考えられる。つまり透析中
は除水による血液量の減少により、酸素供給が不十分な状態となり、結果として下肢の疲
労感が増加していた可能性がある。透析中に運動療法を実施する場合は、下肢への酸素供
給と疲労感を考慮し、運動を実施する必要があると考えられる。 
 
